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　石井地区まちづくり協議会は2013年（平成25年）1月、今後10年間に取り組む「まちづ

くり計画」を策定し、「ありがとう！　みんなでつくる笑顔あふれるまち石井」を合言葉

に、住民が主体となって石井地区のすべての人が生き生きと幸せに暮らし、感謝と誇りを

持てるまちづくりをスタートさせました。計画の策定に当たっては、地区内の14町でまち

づくりアンケートとまちあるきを実施して住民の意識やまちの魅力、問題点などを探って

今後のまちづくりに生かす一方、地域の住民や学識経験者など幅広いメンバーが参加した

各専門部会で何度も会議を重ね、5つの基本理念、20の基本計画、それらを実現していく

ための71の重点的な取り組みからなる「石井地区まちづくり計画」として結実しました。

   そして今年2月、計画実施期間の満10年を迎えました。この10年間の取り組みを振り返

ると、計画のすべてが必ずしも達成できたわけではありません。しかし、花いっぱい運動

や青色防犯パトロール、俳句ロードづくりなどの日常的に取り組む活動はすっかり定着。

防災分野では初のモデルケースとして松山市と避難行動要支援者情報の提供に関する協定

に調印したのをはじめ、大規模災害時の連携と生活物資の供給や洪水時の一時避難所の確

保についても複数の事業所との間で協定や覚書を締結するなど大きな成果を上げることが

できました。インターネット環境を各分館に導入し、オンライン会議を実現したことも画

期的な取り組みの一つでした。まさに、まちづくりの取り組みに確かな手応えを感じ、未

来に向けて夢と希望を抱くことができた10年間だったと思います。

　そして私たちは再び、まちづくりアンケートとまち歩きを実施し、役員会での議論を重

ねて、これからの10年間に取り組む「第2次石井地区まちづくり計画」を策定しました。

新しいまちづくり計画はこれまでの活動を継続、深化させていくことを重視した内容とな

っています。このため前回のまちづくり計画と比較して、基本計画の項目数が1つ増えて

21になったほかは、基本理念、重点的な取り組みの数はともに前回と同じとなりました

が、時代の変化に対応するため重点的な取り組みをスクラップ・アンド・ビルド方式で見

直した結果、新たに10項目の取り組みを盛り込むことができました。また計画には記載し

ていませんが、私たちが構築したインターネット環境と情報通信技術（ICT）を活用して

デジタル化社会に対応したまちづくりにも挑戦していきたいと考えています。

   最後になりましたが、まちづくりの主役は石井地区に住む私たち住民一人ひとりです。

スローガンに掲げる「ありがとう！　みんなでつくる笑顔あふれるまち石井」のまちづく

　石井地区まちづくり協議会

会長　　越智　保彦
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はじめに

りに是非、皆さんの積極的な参加を願っています。



　　まちづくりの基本理念
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ありがとう！みんなでつくる笑顔あふれるまち石井



　　基本計画と主な取り組み

　誰もが心身ともに安心で安全な生活ができるよう、関係機関・団体と連携して防犯・防災

活動を実施するとともに、とくに被害者になりやすい子どもや高齢者などを支える仕組み

づくりに取り組みます。

基本計画 期間 担当部

（1）防犯・ ▪

防災対策 ▪

　の強化

▪

▪

▪

▪

▪ 生活

安全部

▪

▪

▪

（2）交通事故

防止に対する

取り組み強化
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継続

継続

長期

協働団体

防犯連絡協

警察・小中学校

交通安全協会

警察・行政

視認性の悪い交差点改良等の要望

②通学路安全点検・整備

③交通マナー教室の開催

④交通安全機器の点検・整備

▪

自主防災組織

消防・消防団

女性防火クラブ

行政

町内会

町内会

自主防災組織 

消防・消防団

女性防火クラブ

町内会

学校

交通安全協会

警察・行政

行政

町内会

自主防災組織

町内会

交通安全協会

行政

交通安全協会

町内会・PTA

⑤幹線道路の整備及び外環状道路周辺の道路整備

要支援者に対する災害支援対策の強化

地震・防風・大雨・洪水・土砂災害・火災の対処

法等の講習会の実施

マイ・タイムライン講習会の実施

①交通危険個所の調査・整備

公道内・交通事故多発箇所の住民周知

重点的な取り組み

①青色防犯パトロール

定期・夏休み・年末に実施

②防犯灯・防犯カメラの維持管理・更新

③防災訓練の実施

救命救急・救助訓練の実施

水防・防火・炊き出し等の訓練

④河川・水路危険個所の調査・整備

危険個所マップの修正

河川等危険個所明示標識の設置

防災マップ・内水ハザードマップの活用

⑤防災・防犯講習の実施

Ⅰ．安心・安全なまちづくり



基本計画 期間 担当部

▪

（3）災害時の ▪

安心・安全体

制づくり ▪

▪

▪

▪ 生活

安全部

▪

▪

（4）子どもや

高齢者などの

安全対策の ▪

推進

▪

防災訓練
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消防・警察

学校・行政

自主防災組織

消防・警察

自主防災組織

地区社協

民生児童委員

重点的な取り組み 協働団体

①緊急時支援体制の構築

地区防災演習の実施(年1回）

緊急用機器備蓄及び有効利用

住民

町内会

民生児童委員

インターネット回線の有効活用

「あいさつ運動」(とくに隣近所の人と）

①声かけ運動の展開

町内会

③ハザードマップ改訂に伴う避難所の見直し

氾濫・水害時の避難所

④情報の提供及び情報の共有

継続

短期

継続

不審者情報提供・事故・犯罪発生状況等マップ

作成

行政

自主防災組織

住民・学校

事故・災害時等の災害弱者を地域全体で支援

する仕組みづくり

相互応援協定・自主防災組織拡充・福祉部門等

との連携強化

自主防災組織活動の活性化

②学校毎避難所開設・運営訓練の実施

学校毎の避難所開設・運営マニュアルに沿った

訓練の実施

②子ども見守り活動の実施 学校・行政・警察

「学校安全の日」交差点での交通指導及び誘導 防犯連絡協

集団登下校時の見守り



　　    石井地区は、豊かな自然や歴史・文化に恵まれた地域です。環境や歴史文化活動に住民が

　    主体的・自主的に参加する取り組みをおこなうことで、先人が育んできた地域の財産を大切

　    に守っていきます。さらに未来に向けて人と自然が共存できる歴史や文化が息づくまちづく

　    りを官民協働で推進します。

基本計画 期間 担当部

（1）自然を生

かした新しい

まちづくり

（2）美しい環

境が広がるま

ちづくり

▪

▪

▪
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重点的な取り組み

①川・神社仏閣・公園・道路などの散策・回遊ルートの

　整備と活用

②環境学習会への参加

③小野川・内川などに親しみ川遊びができる環境の

　　整備と活用

町内会

関係団体

住民・町内会

協働団体

公民館

土地改良区

行政・町内会

関係団体

行政・町内会

土地改良区

住民

行政・町内会

土地改良区

▪

①石井地区大清掃の実施

土地改良区

②小野川・内川などの河川美化清掃一斉活動

③河川・水路の浄化と清掃

ポイ捨て防止の徹底

④四季を通じた花いっぱい運動の推進

苗作り・植栽・協力者表彰・地区の花

⑤ごみ対策の強化

町内会

行政

町内会

関係団体

企業・学校

住民・行政

継続 環境部

ごみ出しルールの徹底・不法投棄の監視

⑥エコ活動意識の向上と実践化

ごみ減量への意識啓発

EM菌を活用したごみ減量化

Ⅱ．豊かな自然・豊かな歴史をいかすまちづくり

東山古墳公園 ふれあいカメリア通りの清掃



基本計画 期間 担当部

（3）史跡の掘 ▪

り起こしと伝

統行事の継承 ▪

▪

①石井の歴史・文化財・史跡めぐり・シンポジウムの

（4）郷土の歴

史・文化学習 ▪

活動の充実 ▪

▪

①(俳句の町)石井地区を盛り上げる活動の支援

（5）俳句活動

の活性化
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文化部

短期

協働団体

公民館

町内会

獅子舞保存会

継続

重点的な取り組み

①史跡の所在・史跡の由来調査

神社・仏閣・記念碑・常夜灯・地蔵・句碑など

②文化財マップの作成

有形文化財・記念物・歴史的建造物・文化的

景観など

石井地区航空写真の収集整理

③伝統行事の調査・継承

獅子舞競演会・亥の子・相撲大会・祭り・盆踊り・

町内会

学校

地元愛好家

公民館

町内会

学校

②句会・吟行の実施

③俳壇・歌壇の指導者、愛好家への協力及び指導を

　依頼

④句集の発行

④地域に生かせる文化的な知識・技能・芸能等を有

文化祭

　する人材の発掘

　開催

歴史文化資料の整理・管理

町内会史の編集(郷土史）

親子史跡めぐり

ふれあいカメリア通りの俳句掲示板 獅子舞競演



    　 石井地区の人口は約58,000人で、松山市の11％、全市41地区のN01を誇っています。

  　 ひとはまちの活力の源です。この豊かな人材を引き出し、企業や関係団体と連携し、住民パ

　　 ワーを十分に発揮できる体制づくりをします。一方で、広域であるために希薄になりがちな

　　 情報の収集と発信を丁寧に行い、住民の理解と関心・参加意欲を高めることで住民主体の

　　 まちづくりを推進します。また、活動の基盤である財政を安定化することで持続可能なまち

基本計画 期間 担当部

▪

▪

▪

▪

（1）みんな ▪

でつくる

まちづくり ▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪
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広報部

学生・学校との連携

中学生ボランティアの促進

②企業や関係団体との連携強化

行事への参画推進

ノウハウを生かした協働

③町の魅力の再発見・発信

写真コンテスト・展示

まちづくりカレンダー・カルタ・スゴロク・

まちあるき

　　 づくりを行います。

継続

協働団体

町内会

学校

行政

町内会

学校

町内会

行政

企業・行政

学校

重点的な取り組み

①人材発掘とボランティアの育成

人材バンク

④ニーズの調査

現在のまちづくりに関する要望

未来に続くまちづくり調査

⑤交流センターの整備

大勢の人が集える場所や拠点の整備

いっくん・しいちゃんの活用

マップなどの作成

Ⅲ．豊富な人材をいかしたまちづくり



基本計画 期間 担当部

▪

(2）情報を共

有しつながる

まちづくり ▪

▪

ホームページ

▪

(3）財政基盤 ▪

の安定

▪

▪

▪

▪

　　　　　　　フォトコンテスト作品
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③コミュニティビジネスの確立

リサイクル品回収

フリーマーケット

企業とコラボ企画

企業

町内会

住民

行政

町内会

企業・行政

③情報発信ツールの整備

広報紙・SNS(Facebook,LINE,YouTube）・石

井地区まちづくり協議会オンラインシステム

①行政や企業からの助成金・補助金を活用

イベント協賛

②広告収入の確保

広報紙への出稿依頼

行政

企業・行政

企業

スーパー・銀行・病院などでの発信

継続 広報部

協働団体

行政

町内会

地域団体

重点的な取り組み

①情報の収集

協議会の活動・地域のイベント・地域団体

の活動

②地域資源のデータ処理

自然・景観・史跡・文化活動・物産・地域

施設



基本計画 期間 担当部

（1）スポーツ、クリエーション活動の充実

レクリエーシ ▪

ョン活動の ▪

充実

▪

▪ 　南部分室

(2)誰もが健 ▪

康なまちづく

り ▪

▪

南部児童センター

（3）生涯学習

活動への取り ▪

組み

（4）人権尊重

の取り組み

▪

(5)子育てへ

の理解と

支援の充実 ▪

▪

▪
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③子どもの学習機会の提供

職業体験・農体験など

社会人としての素養を培い、地域のまちづくり

　に積極的に参画できる環境整備

②生涯スポーツ大会検討

グランドゴルフ、ウォークラリー

南部児童センター

学校・企業
おやじの会

健康イベント・ウォーキングイベントの定期開催

③乳幼児の健康づくり

①公民館活動の充実

公民館役職員・PTA役員とまち協役員の交流

促進

①集会所と連携した地区人権講座・ふるさと大学・

　高齢者学級の開催

重点的な取り組み

①石井公民館との連携強化

石井地区体育祭：応援合戦

ふれあい広場:獅子舞競演会

①健康診断の受診の向上

石井の現状についてパネル紹介

高齢者の体力づくり・「健康づくり教室」の開催

②日常生活習慣の改善

健康体操・ウォーキングコース

①子育て支援の充実

子育てサロン・読み聞かせ教室の拡充

②子どもの遊び場づくり

自然体験・食体験・昔遊びなど

公民館

公民館

古川・朝生田ふ

れあいセンター

公民館

ボランティア

町内会・学校

おやじの会

福祉団体

継続 文化部

継続 福祉部

協働団体

公民館

　　　〝石井に住んでよかったね〝と思えるよう、子どもからお年寄りまでの誰もが健康で明る

地区体育協会

獅子舞保存会

町内会

保健センター

地域包括支援セ

　ンター(石井）

②地域(分館）毎の人権学習

　　　く、生きがいのある生活づくりを目指します。また、公民館・集会所等を拠点とする生涯学

　　　習活動を充実させ、子ども達が豊かに育つための環境整備にも取り組みます。

Ⅳ．健康で明るく住みよいまちづくり



　　　　急速に進行する少子高齢化や、一人暮らし世帯・高齢者夫婦世帯の増加という

　　　課題を抱えています。長引くコロナ禍にあって、途切れた絆を紡ぎ直し災害福祉支援の

　　　強化や豊かな長寿社会の実現や、子育ち・子育て支援など安心して住み続けられる地域

　　　共生社会の実現に向けて取り組みます。

基本計画 期間 担当部

▪

▪

▪

▪

▪

保健センター

▪

▪ 地域包括支援

▪

地域包括支援

▪

▪

(2)福祉活動 ▪

の啓発と強化 町内会・学校

▪ おふくの会ほか

▪

▪

センター南部分室
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認知症カフェ 町内会・学校

②多様な障がいの特性を理解

障がいのある方の講演会

各種行事への招待（声かけ） 障がい者団体

③虐待、DVに関する理解

児童虐待・高齢者虐待等の防止啓発講座

地区民児協

中央相談所・保健

警察・福祉事務所

健康についての広報活動

⑤イベントへの協力

地域交流バザー

　センター（石井）心の健康フォーラム参加

①認知症の理解と支援

センター（石井）認知症（キッズ）サポーター養成講座

地区社協認知症徘徊高齢者捜索模擬訓練

高齢者・障がいのある方・子育てママのサロン

④世代を超えて地域でつながる仕組みづくり

世代間交流事業の開催（高齢者クラブとPTA

の三世代交流会など）

地区社協 

おふくの会など

関係団体

継続

福祉部

短期

中期

協働団体

小中学校

幼稚園・保育園

南部児童センター

学校

　南部分室

(1)人が交流
し絆を深める
まちづくり

重点的な取り組み

①世代間の交流

小中学校、幼稚園、保育園、南部児童センター

との交流を積極的に行う

地域の名人さんと遊ぼ！

②福祉体験学習

障がいのある方とのコミュニケーション

③サロンの拡充

Ⅴ．ふれあい・助け合いでつながるまちづくり



基本計画 期間 担当部

▪

▪

▪

▪

▪

▪

サロン
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独居高齢者や高齢者世帯の把握と支援体制の

確立

③福祉マップの充実

高齢者・子ども・障がいのある方の利用できる

事業所

情報についてのリストづくり

④災害時要支援者名簿・支援体制の充実

(4)福祉ニー
ズの収集

②日常生活支え合い活動の充実

短期

福祉部

中期

協働団体

公民館・学校

地区社協

地区民児協

公民館・町内会

学校・地区社協

地区民児協

福祉関係団体

町内会・地区社協

町内会・消防

地区社協

地区民児協

消防

町内会

地区社協

消防・警察・地区民

児協・地区社協

自主防災組織

困りごと訪問相談・サロン（憩いの場提供）

地域福祉サービス事業やボランティア活動の

推進

③会員制定額乗り合いタクシーの普及支援

(3)小地域福
祉活動

②見守り安心カードの拡充

①住民座談会や福祉アンケートの実施

重点的な取り組み

①見守り活動の充実

一人暮らし高齢者声かけ運動の促進



　　参考資料

石井地区「第2回まちづくりアンケート」調査報告

　石井地区まちづくり協議会では、第2次石井地区まちづくり計画策定に先立って、石井地

区の住民の皆さんに、住んでいるまちへの思いや生活環境及び石井地区まちづくり協議会

に対する意識調査を行いました。以下はその調査の抜粋です。

【調査の概要】

　①調査期間　令和4年1～2月　　　➁調査地域　石井全域　　　➂回答数　412人　　　

Q1,性別、年齢

Q2、今住んでいるまちの住みやすさ Q３．今住んでいるまちをどう思いますか

12

今住んでいるまちへの思いや生活環境について

　石井地区は住みやすく、住み続けたいと答えている人が多いことが分かります。その理

由としては、日常生活の利便性や防犯上安心であることが挙げられています。

　まちづくりには、安全・安心、次いで助け合い、環境を大切にするなどを求める意見が

多くありました。まちづくりの具体的な対策へのご意見も参考にしながら第2次石井地区

まちづくり計画を策定しました。

47%
53%

性別

男性 女性

2%3%

10%

20%

13%22%

30%

年齢

10代未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代

0 100 200 300 400 500 600

文化的環境

道路環境

公共交通機関の利便性

子育て・教育環境

地域活動の活発性

自然の豊かさ

公園や憩いの場所の充実

災害に対しての安心・安全

近所付き合い

町並みや住環境

防犯上の安心・安全

医療機関・福祉施設の充実

日常生活の利便性

良い 普通 悪い

61%

38%

1%

暮らしやすい 普通

暮らしにくい



Q４ー１．今後も住み続けたいですか Q４－２．住み続けたい理由

Q5．どのようなまちになったらいいですか Q６．困っていること・不安に思うこと

Q７ー１．地域行事に参加していますか
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Q７－２．参加したことがある行事

0 50 100 150 200 250 300 350

観光・国際交流

歴史・文化

スポーツが盛ん

情報通信発達

人づくり

のびのび

ふれあい

子育てしやすい

便利

環境を大切に

助け合い

安全・安心

0 50 100 150 200

買い物

ゴミ出し

子どもの安全

交通手段

感染症

詐欺などへの犯罪

健康面への不安

ゴミマナー違反

道路の安全

地震水害の備え

33%

53%

14%

良く参加する ときどき参加 参加しない

0 50 100 150 200 250 300

その他

公民館サークル

花いっぱい運動

サロン脳教室

子ども会行事

文化祭

敬老会

防災訓練・講習会

盆踊り

町内会総会など

地方祭

運動会体育祭

一斉清掃など

78%

20%

2%

住み続けたい どちらでも良い

.他へ移りたい

0 50 100 150 200 250

風習がない

役などの負担少

子育て環境良

職場まで近い

自然環境が良い

近所付き合いが良い

病院が近い

住環境が良い

交通が便利

災害、防災安心

治安が良い

住み慣れている

生活が便利
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Q８－２【防犯対策】犯罪や交通事故から地域住民を守るために取り組むと良いことは？

Q８－１【防災対策】災害から地域を守るために特に取り組むと良いことは？

Q７－４．どんな行事や活動に参加したいですか

Q８．より良いまちづくりをするために具体的にどのようなことをしたら良いですか

0 20 40 60 80 100 120 140 160

三世代交流

町内会活動

交通安全活動

サークル活動

花いっぱい運動

文化芸術活動

子ども健全育成

親子体験活動

リサイクルなど

高齢者支援

自然を楽しむ

防犯・防災活動

運動会体育祭

軽スポーツ・レク

健康づくり

清掃美化活動

盆踊り祭りなど

0 50 100 150 200 250

その他

災害用名簿

避難所運営

自主防災組織強化

救命講習会

地域間協力

防災マップ

防災資機材

防災講演会

防災訓練

0 50 100 150 200 250

その他

交通安全講習会

詐欺被害防止

交通安全グッズ

安全マップ作成

ご近所声掛け

子ども見守り

防犯パトロール

防犯カメラ

道路ミラー点検整備



Q８－３【環境保全】生活環境・自然環境を守るために取り組むと良いことは？

Q８－４【コミュニティ】地域の絆やコミュニティを守るために取り組むと良いことは？

Q８－５【高齢化対策】高齢者が安心して暮らすために取り組むと良いことは？

15

0 50 100 150 200 250

その他

環境学習会

自然イベント

植栽花壇づくり

不法投棄防止

ごみ減量リサイクル

ペットマナー啓発

道路・河川清掃

ごみルール啓発

清掃活動

0 50 100 150 200 250

その他

居場所の設置

世代間交流

活動情報共有

高齢者見守り

町内会活動充実

近隣とのつながり

親睦を深める行事

気軽な雰囲気

0 50 100 150 200 250

敬老会の充実

サロンの充実

配食サービス

介護予防教室

交通安全対策

高齢者講座イベント

老人クラブ活動

災害時の支援

高齢者見守り
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Q８－８【歴史・文化】歴史・文化を伝承し、育むために取り組むと良いことは？

Q８－６【子どもの育成】子どもの健全育成のために取り組むと良いことは？

Q８ー７【健康づくり】健康増進のために取り組むと良いことは？

0 50 100 150 200 250

その他

歴史文化教室

子ども食堂

学習支援

世代間交流

子ども向け講座やイベント

子ども会充実

居場所づくり

登下校見守り

遊び場の充実

0 50 100 150 200 250

乳幼児健康づくり

運動会

スポーツ教室

健康料理教室

軽スポーツ大会

生活習慣病講演

健康診断

健康体操など

ウォーキング普及

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

その他

俳句教室

学校文化交流

歴史文化財ブック

郷土料理教室

三世代しめ縄

歴史文化イベント

小学生と文化交流

獅子舞伝承

文化財巡り
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Q10．石井地区まちづくり協議会の活動について知っているものは何ですか

Q９．石井地区まちづくり協議会の活動に参加していますか、知っていますか

Q８－９【人づくり】人材を発掘し、地域に関わってもらうために取り組むと良いことは？

石井地区まちづくり協議会について

0 50 100 150 200 250

その他

三世代座談会

外部講師の活用

学生企画募集

企業と連携

学校大学連携

SNSで情報発信

人材データ収集

気軽な機会づくり

26%

31%

25%

18%

1.参加した、参加している 2.知っているが、参加したことがない

3.名前だけは知っている 4.知らない

0 50 100 150 200 250

まちづくり通信とFacebookによる情報発信

脳の健康教室

ふるさと石井まち自慢フォトコンテスト

洪水時の商業施設駐車場等一時避難所の覚書締結

大規模災害時の生活物資供給協定

松山市と災害時避難行動要支援者情報提供協定

地区獅子舞競演（石井地区ふれあい広場で）

小学校単位での避難所設営訓練

公民館分館へのWi-Fi設置、石井地区内情報共有

防犯カメラ(公園など18か所）設置・運営

花いっぱい運動

俳句によるまちづくり、俳句掲示

青色防犯パトロール



Q1３．石井地区まちづくり協議会にどのような事業や取り組みをしてほしいですか
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Ｑ1２．石井地区まちづくり協議会に何を期待しますか
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作詞 造道 高大

作曲 逸見 佳子

歌 奥田 正子
夢のある町 石井



                                 石井地区まちづくり協議会

　　　　　        事務局　松山市居相1丁目8-26

           　　　　　　　　松山市役所石井支所内

　        　　　　　　　　Tel＆Fax  089-904-4939

　        　　　　　　　　E- mail　ishiimachikyo@leo.e-catv.ne.jp


